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(57)【要約】
【課題】照明制御システムにおいて、無線受信器との間
で無線通信が取れない場合において、無線発信器が送信
動作を繰り返して電池寿命が短くなることを防止する。
【解決手段】照明制御システムに備わる無線発信器８は
、定期的に報知情報であるビーコンを送信することで無
線受信器と時間的な同期をとるビーコン同期部８０ａと
、ビーコン同期の連続した不成立の回数をカウントする
カウント部８０ｂと、当該回数が所定値以上になると、
ＯＮ制御要求の送信間隔を、より長くする低周期モード
に変更するモード変更部８０ｃとを有する。この構成に
より、無線発信器８は、無線受信器との間でビーコン同
期などの無線通信が取れない場合において、送信動作を
繰り返して電池寿命が短くなることを防止できる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検知エリア内の照度を検知する照度センサ及び前記検知エリア内の人体から放射される
熱線を検知する熱線センサによる各検知結果に基づいて照明負荷の動作制御をする無線発
信器と、前記無線発信器と無線通信される無線受信器と、を備える照明制御システムにお
いて、
　前記無線発信器は、
　前記照度センサで検出される周囲照度値が、照明負荷の制御のため予め設定された設定
照度値未満であり、且つ前記熱線センサで人検知された場合、照明負荷をＯＮ制御するた
めのＯＮ制御要求を前記無線受信器に送信すると共に、前記ＯＮ制御要求に対するＡＣＫ
を前記無線発信器から受信できない場合、所定の送信間隔で前記ＯＮ制御要求を繰り返し
て送信するよう制御する制御手段と、
　定期的に報知情報であるビーコンを送信することで前記無線受信器と時間的な同期をと
る同期手段と、
　前記同期手段におけるビーコン同期の連続した不成立の回数をカウントするカウント手
段と、
　前記カウント手段における回数が所定値以上になると、前記ＯＮ制御要求の送信間隔を
、前記所定の送信間隔より長くした低周期モードに変更するモード変更手段と、を備える
、ことを特徴とする照明制御システム。
【請求項２】
　前記所定の送信間隔でＯＮ制御要求を送信する期間を通常モードとし、
　前記モード変更手段は、前記低周期モードにおいて送信した前記ＯＮ制御要求に対する
ＡＣＫを前記無線受信器から受信した場合、又は前記無線受信器から復帰通知を受けた場
合、前記低周期モードから前記通常モードに復帰する、ことを特徴とする請求項１記載の
照明制御システム。
【請求項３】
　前記モード変更手段は、さらに前記無線受信器と同期がとれた後に前記低周期モードか
ら前記通常モードに復帰する、ことを特徴とする請求項２に記載の照明制御システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱線センサ及び照度センサを備える無線発信器、及び無線発信器と無線接続
された無線受信器を用いて照明器具を制御する照明制御システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、住宅やビルディング内において、明るさセンサや人感センサといったセンサ
類と連携して複数の照明器具のＯＮ／ＯＦＦや調光状態を個別に、又は一括して制御する
照明制御システムが導入されている。この照明制御システムでは、外光の明るさや人の存
在に応じて照明器具のＯＮ／ＯＦＦを適切に制御できるため省エネルギー化を図ることが
できる。
【０００３】
　例えば、図８に示す照明制御システムは、熱線センサ及び照度センサを有する無線発信
器１０１と、無線発信器１０１と無線通信で接続された無線受信器１０２と、伝送ユニッ
ト１０３と、リレー制御用端末器１０４とを備える。伝送ユニット１０３は、２線式の信
号線Ｌｓを介して無線受信器１０２及びリレー制御用端末器１０４と接続され、無線受信
器１０２を介して無線発信器１０１において発生した照明器具１０５の制御情報を受信し
て動作制御を行う。
【０００４】
　次に、本図に示す照明制御システムの動作に関して説明する。無線ネットワークを利用
する照明制御システムでは、無線発信器１０１から定期的（例えば５分毎）にビーコンと
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呼ばれる報知情報が無線受信器１０２に送信されて無線ネットワークの時間的な同期が実
行される（Ｓ１１０）。無線受信器１０２は、このビーコン同期によって無線発信器１０
１とのデータ送受信タイミングを確認できる。無線発信器１０１は、照度センサが検出し
た周囲照度値が設定照度値以下の状態で、熱線センサからの入力が閾値を超えて人検知さ
れた場合、照明器具のＯＮ制御要求を自らのタイミングで無線受信器１０２に送信できる
（Ｓ１１１）。
【０００５】
　次に、ＯＮ制御要求を受信した無線受信器１０２は、制御データであるＯＮ通知を伝送
ユニット１０３に送信する（Ｓ１１２）。そして、伝送ユニット１０３は、制御対象とな
る照明器具１０５と対応するリレー制御用端末器１０４に対して、照明器具１０５のアド
レス情報と、ＯＮ制御状態とを含む制御指令信号を送信する（Ｓ１１３）。そして、リレ
ー制御用端末器１０４が照明器具１０５をＯＮ制御し、照明器具１０５のＯＮ制御が完了
したことを示すＡＣＫを伝送ユニット１０３に通知する（Ｓ１１４）。また、伝送ユニッ
ト１０３は、無線受信器１０２に照明器具１０５のＯＮ制御が完了したことを通知し（Ｓ
１１５）、無線受信器１０２から無線発信器１０１にＡＣＫが通知される（Ｓ１１６）。
このＡＣＫにより、無線発信器１０１はＯＮ制御要求の成立を判断できる。
【０００６】
　また、無線発信器１０１は、ＯＮ制御要求を送信してから動作保持時間が満了すると照
明器具１０５をＯＦＦ制御するためのＯＦＦ制御要求を無線受信器１０２に送信する（Ｓ
１１７）。ＯＦＦ制御要求を受信した無線受信器１０２は、制御データであるＯＦＦ通知
を伝送ユニット１０３に送信する（Ｓ１１８）。そして、伝送ユニット１０３は、制御対
象となる照明器具１０５と対応するリレー制御用端末器１０４に対して、照明器具１０５
のアドレス情報と、ＯＦＦ制御状態とを含む制御指令信号を送信する（Ｓ１１９）。次に
、リレー制御用端末器１０４が照明器具１０５をＯＦＦ制御し、このＯＦＦ制御が完了し
たことを示すＡＣＫを伝送ユニット１０３に通知する（Ｓ１２０）。また、伝送ユニット
１０３は、受信器１０２に照明器具１０５のＯＦＦ制御が完了したことを通知し（Ｓ１２
１）、無線受信器１０２から無線発信器１０１にＡＣＫが通知される（Ｓ１２２）。
【０００７】
　ところで、２線式リモコンで照明器具を制御する遠隔監視制御システムとして、検知エ
リア内の人の存否に応じた所望の制御が簡単な構成で行うことができる遠隔監視制御シス
テムが開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０００－３４１７６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記従来の照明制御システムは、計画停電や、無線受信器１０２と無線
発信器１０１の施工中もしくは施工後の引渡しまでの間のメンテナンス作業のために停電
される可能性がある。この場合、無線受信器１０２は通電されずに電源は切られた状態で
放置され、無線発信器１０１はリチウムイオン電池などの電池を入れたまま放置される。
この結果、無線発信器１０１の周辺に人がいた場合、図９に示すように、無線発信器１０
１は、無線受信器１０２に対してリトライも含めたＯＮ制御要求（Ｓ１１１）の送信を継
続的に繰り返して行い、電池が通常よりも早期（約１日などで）に切れてしまう。
【００１０】
　すなわち、現状において無線発信器１０１は、無線受信器１０２の不在や電源切りの状
態を認識できず、この場合、上述のように消費電力を要する送信動作（Ｓ１１１）を繰り
返し、電池寿命を縮めてしまうという問題がある。
【００１１】
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　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、無線受信器との間で無線通信が取れ
なくなった場合においても、無線発信器が送信動作を繰り返して電池寿命が短くなること
を防止した照明制御システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために本発明は、検知エリア内の照度を検知する照度センサ及び前
記検知エリア内の人体から放射される熱線を検知する熱線センサによる各検知結果に基づ
いて照明負荷の動作制御をする無線発信器と、前記無線発信器と無線通信される無線受信
器と、を備える照明制御システムにおいて、前記無線発信器は、前記照度センサで検出さ
れる周囲照度値が、照明負荷の制御のため予め設定された設定照度値未満であり、且つ前
記熱線センサで人検知された場合、照明負荷をＯＮ制御するためのＯＮ制御要求を前記無
線受信器に送信すると共に、前記ＯＮ制御要求に対するＡＣＫを前記無線発信器から受信
できない場合、所定の送信間隔で前記ＯＮ制御要求を繰り返して送信するよう制御する制
御手段と、定期的に報知情報であるビーコンを送信することで前記無線受信器と時間的な
同期をとる同期手段と、前記同期手段におけるビーコン同期の連続した不成立の回数をカ
ウントするカウント手段と、前記カウント手段における回数が所定値以上になると、前記
ＯＮ制御要求の送信間隔を、前記所定の送信間隔より長くした低周期モードに変更するモ
ード変更手段と、を備えることを特徴とする。
【００１３】
　この照明制御システムにおいて、前記所定の送信間隔でＯＮ制御要求を送信する期間を
通常モードとし、前記モード変更手段は、前記低周期モードにおいて送信した前記ＯＮ制
御要求に対するＡＣＫを前記無線受信器から受信した場合、又は前記無線受信器から復帰
通知を受けた場合、前記低周期モードから前記通常モードに復帰することが好ましい。
【００１４】
　この照明制御システムにおいて、前記モード変更手段は、さらに前記無線受信器と同期
がとれた後に前記低周期モードから前記通常モードに復帰することが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る照明制御システムによれば、無線発信器は、ビーコン同期の連続した不成
立回数をカウントし、この回数が所定値以上となると制御情報の送信間隔を長くする低周
期モードに移行する。このことで、無線発信器は、無線受信器との間で無線通信が取れな
くなった場合でも、短い送信間隔での発報動作を繰り返すことなく、電池寿命を長く保つ
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施の形態１に係る照明制御システムのシステム構成図である。
【図２】同上照明制御システムに備わる無線発信器の機能ブロック図である。
【図３】同上照明制御システムに備わる無線受信器の機能ブロック図である。
【図４】同上照明制御システムのシーケンス図である。
【図５】同上無線発信器における送信モードを説明するためのテーブルである。
【図６】（ａ）同上無線発信器の通常モードにおける動作手順を示すフローチャート、（
ｂ）同上無線発信器の低周期モードにおける動作手順を示すフローチャートである。
【図７】実施の形態２に係る照明制御システムのシーケンス図である。
【図８】従来の照明制御システムのシーケンス図である。
【図９】従来の照明制御システムのシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の実施の形態に係る照明制御システムについて図面を参照して説明する。
【００１８】
（実施の形態１）
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　図１は、本実施の形態１に係る照明制御システム１の構成を示す。この照明制御システ
ム１は、伝送ユニット２と、リレー制御用端末器３と、リモコンリレー４と、リモコント
ランス５と、リモコンスイッチ６と、無線受信器７と、無線発信器８と、照明器具９とを
備えている。
【００１９】
　リレー制御用端末器３、リモコンスイッチ６、及び無線受信器７は、２線式の信号線を
介して伝送ユニット２と相互に接続されており、伝送ユニット２との情報のやり取りは、
信号線に多重伝送方式で伝送される伝送信号を通して行われる。この照明制御システム１
では、無線受信器７と無線発信器８との間で無線通信を行い、照明器具９のオン／オフ状
態や室内の照度を自動制御する。
【００２０】
　伝送ユニット２は、リモコンスイッチ６や無線受信器７からの伝送信号に基づいて、伝
送信号に含まれるアドレス情報から制御対象となる照明器具９を特定すると共に、照明器
具９に対する制御状態を特定する。そして、伝送ユニット２は、制御対象となる照明器具
９と対応するリレー制御用端末器３に対して、照明器具９のアドレス情報と、その制御状
態（ＯＮ、ＯＦＦや調光レベルなど）とを制御指令信号として送信する。
【００２１】
　照明制御システム１内に存在する照明器具９は、負荷アドレスによって一意に特定する
ことができる。具体的には、リレー制御用端末器３には、負荷チャネル（Ｃｈ）と呼ばれ
る固有の識別子が割り当てられており、リレー制御用端末器３に接続するリモコンリレー
４には、負荷ナンバー（Ｎｍ）を呼ばれる固有の識別子が割り当てられている。負荷チャ
ネル（Ｃｈ）と、負荷ナンバー（Ｎｍ）とを組み合わせることにより、負荷アドレス（Ｃ
ｈ－Ｎｍ）が構成される。
【００２２】
　リレー制御用端末器３は、リレーの制御状態に応じて照明器具９の状態を制御する負荷
制御端末器としての機能を担っている。リレー制御用端末器３は、伝送ユニット２からの
伝送信号に基づいて、自己に接続するリモコンリレー４のうち、制御対象となる照明器具
９に対応するリモコンリレー４に対して制御信号を送ることにより、リモコンリレー４の
状態を制御する。リモコンリレー４の個々のリレーは、リレー制御用端末器３に制御され
て、ブレーカ電源（ＡＣ１００又は２００Ｖ）１０などからの商用交流をオン／オフする
ことで、照明器具９をオン状態またはオフ状態にする。
【００２３】
　リモコントランス５は、リレー制御用端末器３、及びリモコンリレー４に駆動用の電力
を供給する。
【００２４】
　リモコンスイッチ６は、照明器具９を制御するための制御指令を出力するための入力端
末器としての機能を担っている。具体的には、リモコンスイッチ６は、例えば室内などの
任意の壁面に設置されており、照明器具９を利用するユーザによってプッシュ操作が可能
な端末器である。リモコンスイッチ６は、操作スイッチのいずれかが操作されるのに応じ
て、その操作スイッチに関連付けられているアドレス情報と、操作スイッチの操作状態と
を制御指令として伝送ユニット２に送信する。
【００２５】
　無線受信器７は、天井面に埋め込まれ、無線発信器８とワイヤレスで制御情報の送受信
を行うと共に、２線式の信号線と接続して伝送ユニット２と制御データの送受信を行う。
この無線受信器７には、例えば電波式ワイヤレスアドレス設定器を用いて、アドレスやエ
リアナンバーが設定される。
【００２６】
　無線発信器８は、レイアウトフリーに壁面に設置され、検知エリア周辺の照度を検知す
る照度センサ、及び検知エリア内の人体から放射される熱線を検知する熱線センサを備え
る。また、無線発信器８の背面側には、ユーザ操作されるアドレス設定選択つまみ、動作
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保持時間設定用つまみなどが設けられている。
【００２７】
　熱線センサは、人体から放射される熱線を検出して検知エリア内の人の存否に応じて出
力する人体検出信号を監視する。無線発信器８は、検知エリア内の人の動きが検出された
ときに照明器具９を自動でのＯＮ／ＯＦＦ制御や自動調光させるためのアドレス情報や制
御情報を無線受信器７に送信可能とする。また、無線発信器８は、熱線センサによって検
知エリア内で人検出されてから所定の動作保持時間経過後に照明器具９を消灯するための
ＯＦＦ制御要求を無線受信器７に送信する。
【００２８】
　照度センサは、検知エリアの明るさを検知（照度検知範囲５～１０００ルクス等）する
。無線発信器８は、照度センサにより検知された照度に基づいて照明器具９を制御するた
めの制御情報を無線受信器７に送信可能とする。この照度センサを用いた照明制御により
、日没後は点灯するなど外光にあわせて平均照度を一定に保って調光でき、照明環境の快
適性を保ちながら省エネを図ることができる。また、無線発信器８が熱線センサに加えて
照度センサをも備えることで、暗くなり且つ人がいる時だけの点灯制御などが可能となる
。
【００２９】
　無線発信器８には、例えば電波式ワイヤレスアドレス設定器を用いて、制御対象となる
照明器具９のアドレス情報として、個別アドレス、パターンアドレスやグループアドレス
などが設定される。なお、個別アドレスは、個別制御の対象となる照明器具９を特定する
ための情報であり、負荷アドレス（個別「０－１」など）に該当する。グループアドレス
は、複数の照明器具９を同一の制御状態へと一括的に制御するためグループ制御の対象と
なるグループを特定するための情報であり、予め設定された個々のグループに付与された
番号（「Ｇ－１」など）がこれに該当する。パターンアドレスは、複数の照明器具９を、
それぞれの照明器具９に予め定められた所定の制御状態へと一括的に制御するパターンを
特定するための情報であり、予め設定された個々のパターンに付与された番号（「Ｐ－１
」など）である。
【００３０】
　次に、本照明制御システム１に備わる無線発信器８の機能構成に関して図２を参照して
説明する。無線発信器８は、ＣＰＵ（制御手段）８０、電源部８１、ブザー８２、サブク
ロック部８３、熱線検知部８４、ＬＥＤ表示部８５、アドレス切替部８６、無線送受信部
８７、照度測定部８８、明るさ設定部８９、動作保持時間設定部９０、及びアドレス登録
設定部９１を備える。
【００３１】
　ＣＰＵ８０は、さらに、ビーコン同期部８０ａ、カウント部８０ｂ、モード変更部８０
ｃ、タイマ部８０ｄを備える。ビーコン同期部８０ａは、定期的（例えば５分毎）に報知
情報であるビーコンを無線受信器７に送信して送信タイミングなどに関する時間的な同期
（以下ビーコン同期という）をとるように制御する。なお、無線受信器７は、ビーコンに
含まれる時間データに基づいて無線発信器８とのデータ送受信タイミングを確認する。
【００３２】
　カウント部８０ｂは、後述する通常モードにおいて無線発信器８が実行したビーコン同
期の連続した不成立の回数をカウントする。モード変更部８０ｃは、カウント部８０ｂに
おけるカウント数が所定回数（例えば３回）を超えた場合に通常モードから後述する低周
期モードに変更する。また、モード変更部８０ｃは、低周期モードにおいて無線受信器７
からＡＣＫを受信した場合などにおいて通常モードに復帰する。タイマ部８０ｄは、クロ
ックを数えることで一定時間の経過を知るタイマ機能を有し、操作入力部９３で入力され
た無線発信器８の動作保持時間の検出時にＣＵＰ８０に対して割り込みを発生させる。
【００３３】
　電源部８１は、特定小電力無線に対応し、専用のリチウムイオン二次電池から内部の電
源を供給する。ブザー８２は、確認音や警告音を発音し、サブクロック部８３は、水晶振
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動子によりＣＰＵ８０の動作周波数を発生させる。
【００３４】
　熱線検知部８４は、熱線の変化を検知する焦電素子のような熱線センサを具備し、熱線
センサの出力を増幅してＣＰＵ８０に出力する。ＣＰＵ８０は、熱線検知部８４の出力と
、記憶された所定の閾値との高低を比較することによって、検知エリア内の人の存否を判
定している。また、ＣＰＵ８０は、例えば、熱線検知部８４の焦電素子から所定間隔（３
秒に１回など）で入力される検出信号の処理を所定期間において停止することでＯＮ制御
要求の送信間隔を２分などに制御する。
【００３５】
　ＬＥＤ表示部８５は、熱線センサにおいて人を検知した際やアドレス設定時、電源不足
時などにおいて点滅や発光する。なお、操作入力部９３によってユーザ入力された設定項
目（例えば設定照度値、動作保持時間やアドレスデータ）の値は保持される。また、無線
発信器８は、後述するように、無線発信器８の現在の送信モードが通常モードか低周期モ
ードかを保持する。無線送受信部８７は、専用のＡＳＩＣがアンテナに接続されて構成さ
れ、無線受信器７との間で制御情報の送受信を実現する。
【００３６】
　照度測定部８８は、周囲の明るさを検出するＣｄＳ、フォトダイオード、フォトトラン
ジスタのような照度センサを有し、照度センサの出力を増幅してＣＰＵ８０に出力する。
ＣＰＵ８０では、照度測定部８８の出力と、保持された所定の明るさレベル（設定レベル
）との明暗を比較する。
【００３７】
　無線発信器８の背面に設けられたツマミ部である操作入力部９３には、明るさ設定部８
９、動作保持時間設定部９０、及びアドレス登録設定部９１が備えられる。明るさ設定部
８９は、照明器具９の制御のための照度設定値を変更するための切替スイッチである。動
作保持時間設定部９０は、照明器具９の点灯を保持する時間を変更するための切替スイッ
チであり、３０秒、３分、１０分などから動作保持時間を選択する。アドレス登録設定部
９１は、別体の電波式アドレス設定器とデータを送受信して電波信号を受信する。アドレ
ス切替部８６は、番号１～１６などの内からアドレスを選択するツマミ部である。
【００３８】
　次に、本照明制御システム１に備わる無線受信器７の機能構成に関して図３を参照して
説明する。無線受信器７は、ＣＰＵ（処理手段）７０ａ，７０ｂ、無線送受信部７１ａ，
７１ｂ、スイッチ７２、多重伝送信号送受信部７３、電源部７４、ＬＥＤ表示部７５、及
びメモリ部７６を備える。
【００３９】
　無線送受信部７１ａ，７１ｂは、専用のＡＳＩＣがアンテナに接続されて構成され、複
数の無線発信器８との経路切り替えなどを行うスイッチ７２を介して無線発信器８との間
で制御情報の送受信を実現する。無線送受信部７１ａ、７１ｂは、無線発信器８から制御
信号を受信すると、ＣＰＵ７０ａ，７０ｂに検知信号を出力する。
【００４０】
　伝送通信部たる多重伝送信号送受信部７３は、一対の端子Ｔ１，Ｔ１に接続された信号
線Ｌｓを介して、伝送ユニット２との間で多重伝送方式により伝送信号の送受信を行う。
また、多重伝送信号送受信部７３は、信号線Ｌｓを介して入力された伝送信号を信号変換
してＣＰＵ７０ａ，７０ｂに出力し、ＣＰＵ７０ａ，７０ｂから出力された信号を伝送信
号に変換して信号線Ｌｓに送出する。
【００４１】
　電源部７４は、信号線Ｌｓを介して入力される伝送信号を全波整流器で全波整流し、さ
らに定電圧部で定電圧化することによって、内部の電源を得ている。
【００４２】
　ＣＰＵ７０ａ，７０ｂでは、多重伝送信号送受信部７３を介して受信した伝送信号に含
まれるアドレスデータがメモリ部７６に格納されたアドレスデータに一致すると、伝送信
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号の制御データを受け取り、制御データに応じた動作をする。
【００４３】
　ＬＥＤ表示部７５は、アドレス設定時などにおいて点滅や発光する。メモリ部７６は、
不揮発性メモリであり、設定項目（例えばエリアナンバーやアドレス）の値や無線受信器
７の現在状態を記憶する。
【００４４】
　次に、本照明制御システム１の動作手順に関して図４を参照して説明する。最初に、無
線発信器８のビーコン同期部８０ａは、ビーコン同期のために定期的（例えば５分毎）に
ビーコンを無線受信器７に送信してビーコン同期を行う（Ｓ１０）。無線発信器８は、ビ
ーコン同期に対するＡＣＫを受信できないなど、ビーコン同期が完了しない場合、５分後
に再度、無線受信器７との間でビーコン同期を行う。このビーコン同期は、例えば、周期
を５分毎に最大３回繰り返して行われる。
【００４５】
　その後、無線発信器８のモード変更部８０ｃは、カウント部８０ｂにおいてカウントさ
れたビーコン同期の連続した不成立が３回以上となる場合に低周期モードに移行する。す
なわち、モード変更部８０ｃは、３回目のビーコン同期の直後の６秒のビーコン受信モー
ド（Ｓ１１）においても同期完了できない場合、通常モードから低周期モードに移行する
。
【００４６】
　ここで、無線発信器８において管理している送信モードに関して図５を参照して説明す
る。テーブル３０に示すように、通常モードにおいて、無線発信器８は、人検知した場合
、送信間隔を最大３秒に１回（リトライ最大１４回）として無線受信器７にＯＮ制御要求
を送信する。低周期モードにおいて、無線発信器８は、人検知した場合、送信間隔を最大
Ｎ分（例えば２分）に１回（リトライ最大１４回）として無線受信器７に対してＯＮ制御
要求を送信する。
【００４７】
　そして、無線発信器８は、低周期モードにおいて、設定照度値が照度センサにおいて実
際に検出した周囲照度値以上であり、且つ熱線センサからの入力が閾値を超えて人検知し
た場合、ＯＮ制御要求を無線受信器７に送信する（Ｓ１２）。また、無線発信器８は、こ
のＯＮ制御要求に対するＡＣＫを無線受信器７から受信しない場合（Ｓ１３）、ＯＮ制御
要求を再送（リトライ）する。このＯＮ制御要求の再送は、例えば、送信間隔を最大２分
として最大１４回繰り返して行われる。
【００４８】
　そして、電源復帰など無線受信器７が無線発信器８と無線通信可能な状態に復帰すると
（Ｓ１４）、無線発信器８からのＯＮ制御要求（Ｓ１５）に対して、無線受信器７は、制
御データとしてＯＮ通知を伝送ユニット２に送信する（Ｓ１６）。次に、伝送ユニット２
は、制御対象となる照明器具９と対応するリレー制御用端末器３に対して、照明器具９の
アドレス情報と、ＯＮ制御状態とを制御指令信号として送信する（Ｓ１７）。そして、リ
レー制御用端末器３が照明器具９をＯＮ制御し、ＯＮ制御を完了したことを示すＡＣＫを
伝送ユニット２に返信し（Ｓ１８）、また、伝送ユニット２から無線受信器７に照明器具
９のＯＮ制御が完了したことが通知される（Ｓ１９）。
【００４９】
　そして、無線発信器８は、ＯＮ制御要求に対するＡＣＫを受信し（Ｓ２０）、無線受信
器７の復帰を判断して、例えば６秒間のビーコン受信モード（Ｓ２１）中において、無線
受信器７と無線発信器８とが同期完了（Ｓ２２）した後、通常モードに復帰する。
【００５０】
　次に、無線発信器８の各送信モードにおける動作手順に関して図６を参照して説明する
。図６（ａ）は無線発信器８の通常モードにおける動作手順を示す。最初に、無線発信器
８のビーコン同期部８０ａは、無線受信器７との間で定期的なビーコン同期を実行する（
Ｓ４１）。そして、無線発信器８は、ビーコン同期を完了した場合には（Ｓ４２でＹｅｓ
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）、無線受信器７との間でデータの送受信が行える。すなわち、その後において、ＣＰＵ
８０は、設定照度値が周囲照度値以上であり、且つ熱線センサからの入力が閾値を超えて
人検知されたか否かを確認する。そして、人検知された場合には、ＣＰＵ８０は、ＯＮ制
御要求を、無線送受信部８７を介して無線受信器７に送信するように制御する。また、Ｃ
ＰＵ８０は、当該ＯＮ制御要求に対するＡＣＫを無線受信器７から受信できない場合には
、送信間隔を最大３秒に１回（リトライ最大１４回）として無線受信器７にＯＮ制御要求
を再送する。
【００５１】
　一方、ビーコン同期に対するＡＣＫを受信できないなどビーコン同期が完了しない場合
（Ｓ４２でＮｏ）、ビーコン同期部８０ａは、無線受信器７との間で５分後に再度のビー
コン同期を実行する（Ｓ４３）。そして、カウント部８０ｂは、再度のビーコン同期も含
めた連続したビーコン同期の不成立の回数を計数する。モード変更部８０ｃは、カウント
部８０ｂにおいてカウントされるビーコン同期の連続した不成立の回数が所定回数（例え
ば３回）以上となったかを判定し（Ｓ４４）、３回以上となる場合には（Ｓ４４でＹｅｓ
）、低周期モードに移行する（Ｓ４５）。
【００５２】
　次に、無線発信器８の低周期モードにおける動作手順に関して図６（ｂ）を参照して説
明する。最初に、ＣＰＵ８０は、設定照度値が周囲照度値以上となり、且つ熱線センサに
おいて人検知されたか否かを確認する（Ｓ５１）。そして、条件を満たす場合には（Ｓ５
１でＹｅｓ）、ＣＰＵ８０は、ＯＮ制御要求を、無線送受信部８７を介して無線受信器７
に送信するように制御する（Ｓ５２）。
【００５３】
　次に、ＣＰＵ８０は、無線受信器７からのＡＣＫを受信したか否かを確認し（Ｓ５３）
、受信できない場合には（Ｓ５３でＮｏ）、所定の送信間隔（例えば２分）でＯＮ制御要
求の再送を繰り返す（Ｓ５４）。そして、モード変更部８０ｃは、無線受信器７からのＡ
ＣＫを受信できた場合には（Ｓ５３でＹｅｓ）、無線受信器７の電源が回復したとして通
常モードに復帰する（Ｓ５５）。
【００５４】
　以上の説明のように、無線発信器８は、無線受信器７に対してビーコン同期を実行した
にも関わらず、ビーコン同期が連続して所定回数（３回など）以上において成立しなかっ
た場合、低周期モードに移行する。また、低周期モードから通常モードへの復帰のトリガ
を、低周期モードにおいて無線発信器８が無線受信器７からＡＣＫを受信できたこととす
る。
【００５５】
　この結果、計画停電やメンテナンス作業中など、無線受信器７が電源切状態で無線通信
できず、且つ電池動作する無線発信器８の周囲に人が居る場合に、無線発信器８から無線
受信器７への消費電力を要するＯＮ制御要求の発報頻度を減らすことができる。このため
、無線発信器８の電池寿命が短くなることを確実に防止できる。また、無線発信器８は、
送信モード変更のトリガを、低周期モードにおいて無線受信器７からＡＣＫを受信できた
場合とするため、無線受信器７の通電後、通常モードに自動復帰できる。
【００５６】
（実施の形態２）
　以下、本発明に係る照明制御システムの実施の形態２に関して図７を参照して説明する
。上記実施の形態１に係る照明制御システム１と同様の構成には同符号を付し、その詳細
な説明は省略する。
【００５７】
　本実施の形態２に係る照明制御システム１の動作手順に関して図７を参照して説明する
。なお、Ｓ１０～Ｓ１４までの動作手順は上記実施の形態１の図４と同様であるため、そ
の説明を省略する。本実施の形態２では、Ｓ１４で無線受信器７が電源復帰すると、無線
受信器７から無線発信器８に対して復帰通知がなされる（Ｓ２３）。そして、無線発信器
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信器８とが同期完了（Ｓ２５）した後に通常モードに復帰する。
【００５８】
　従って、本実施の形態２に係る照明制御システム１では、上記実施の形態１の効果に加
えて、無線発信器８は、送信モード変更のトリガを低周期モードにおいて無線受信器７か
ら復帰通知を受けた場合とでき、無線受信器７の通電後、通常モードに自動復帰できる。
【００５９】
　なお、本発明は、上記各実施の形態の構成に限られず、発明の趣旨を変更しない範囲で
種々の変形が可能である。例えば、無線発信器は１つに限定されるものではなく２つ以上
でも同様の制御を実現できる。また、通常モードでのビーコン同期の連続した不成立の回
数３回、通常モードでのＯＮ制御要求の送信間隔３秒や低周期モードでのＯＮ制御要求の
送信間隔２分はあくまで例示であり、その他の数値であってもよい。
【符号の説明】
【００６０】
　１　照明制御システム
　２　伝送ユニット
　３　リレー制御用端末器
　４　リモコンリレー
　５　リモコントランス
　６　リモコンスイッチ
　７　無線受信器
　７０　ＣＰＵ
　７１ａ，７１ｂ　無線送受信部
　７６　メモリ部
　８　無線発信器
　８０　ＣＰＵ（制御手段）
　８０ａ　ビーコン同期部（同期手段）
　８０ｂ　カウント部（カウント手段）
　８０ｃ　モード変更部（モード変更手段）
　８０ｄ　タイマ部
　８７　無線送受信部
　９　照明器具
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